
平成30年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
③取組に
おける課

題
(Check)

情報セキュリティは日々進化している
ので、今後とも関係機関と連携を密に
し、ウイルス等の感染を防ぐため情報
収集に努める。

④課題に対
する今後

(H31～)の
改善計画
(Action)

市議会ホームページについては今後と
も暗号化処理によりセキュリティ確保
に努めるとともにセキュリティ情報の
収集に努める。

①H30当
初の改善

計画
(Plan)

②H30に
実施した
取組(Do)

セキュリティ強化について、引き続き
会議等で各議員への意識向上を促すと
ともに、よりセキュリティの確保には
必要な対策を検討していく。

市議会ホームページの暗号化（ＳＳＬ
化）を行うことで、さらなる情報セ
キュリティの強化を図った。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価
Ａ　市が担うべき

有効性

市関与の必要性

Ａ　必要性が高まると
考えられる

343,250 335,600 329,600

0.05 0.05

必要性

平成29年度

75,600

322,920

418,850 411,200 652,520

平成28年度

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

75,600

95 94 %

平成30年度

75,600

0.05

322,920

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

　定例会及び各種委員会の情報等をタ
イムリーに議会ホームページに掲載す
るとともに、Facebook、Twitterにより
まめに発信することで、議会情報の周
知や情報共有を図っている。
　また、平成30年度、市議会ホーム
ぺージのSSL化を行い、よりセキュリ
ティを高めた。

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

事業名

政　策
施　策

06

↗↗↗
H30.12月に実施計画の見直しを行
い、実施事業が増となったことから

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

「市民に開かれた市議会」とするため、流山市議会ICT推進基本計画に計画されている事業を実
施し、ICTの活用により「市民に開かれた市議会」を目指す。

平成２１年第３回定例会で「市民に開かれた市議会」の実現に向けて、更なる情報発信と情報
通信技術(ICT)の推進を求める決議が可決された。その後、平成２３年２月に「流山市議会ICT
推進基本計画」が策定され、平成２３年第１回定例会で「市民に開かれた市議会」実現のため
に「流山市議会ICT推進基本計画」を実施する決議がなされた。なお、平成30年12月には「流山
市議会ICT推進基本計画」の見直しを行った。

議会から積極的に方法発信を行い「市民に開かれた市議会」
を目指す。

主管課長 玉田　雅則健全で効率的な行財政運営

名　　称 平成28年度 平成29年度 平成30年度

6-2

主管課 議会事務局

会計 小事大事

01

目項

01 01 01 03 59

75,600

③

対象

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市民 意図
事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

⑤

⑥

指標

①

②

年度における計画事業数
に対する実施事業割合

95

議会ＩＣＴ推進事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実）


